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NYマーケットレポート（2015年 2月 27日) 

NY 市場では、序盤に発表された第 4 四半期の米 GDP 改定値が市場予想を上回る結果となったことを受けて、ドルが主要通貨に対して上

昇する動きとなった。しかし、その後に発表されたシカゴ購買部協会景気指数が 2009 年 7 月以来の低水準となったことを受けて反落するな

ど、序盤は売り買い交錯する動きが続いた。その後は、取引材料に乏しい中、米長期債利回りが急反発となったことを受けてドル買い円売

りが優勢となり、ドル円・クロス円は堅調な動きとなった。終盤には、株価が軟調な動きとなったことを受けて、上値の重い展開が続いた。 

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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NY 市場レポート 
 

欧州タイム 
 

21：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

1月南ア貿易収支 -242億ZAR（予想 -78億ZAR・前回 67億 ZAR） 

前回発表の68億ZARから 67億 ZARに修正 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 
(出所：ネットダニア) 
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22：00 
ドル/円 119.33  ユーロ/円 134.03  ユーロ/ドル 1.1235 
 
22：00 
欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比  

英 FT100 6936.00 -13.73 ダウ INDEX 
FUTURE 18189 -14  

 

仏 CAC40 4922.56 +11.94 S&P500 
FUTURE 2106.80 -3.10  

 

独 DAX 11337.40 +10.21 NASDAQ 
FUTURE 4456.50 -5.25 

 

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

22：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

2月独消費者物価指数（前月比） 0.9％（予想 0.6%・前回 -1.1%） 

2月独消費者物価指数（前年比） 0.1％（予想 -0.3%・前回 -0.4%） 

2月独EU基準消費者物価指数（前月比） 1.0％（予想 0.6%・前回 -1.3%） 

2月独EU基準消費者物価指数（前年比） -0.1％（予想 -0.5%・前回 -0.5%） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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22：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

2月ポーランド・インフレ予想 0.2％（予想 0.2%・前回 0.2%） 

 
(出所：ブルームバーグ) 

22：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

4Q米 GDP（前期比年率） 2.2％（予想 2.0%・前回 2.6%） 

4Q米個人消費（前期比） 4.2％（予想 4.3%・前回 4.3%） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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指標結果データ 

≪米 GDP≫ 

           4Q改定・4Q速報・・・3Q・・ 2Q・・・1Q  

ＧＤＰ・・・・・・・・ 2.2・・・ 2.6・・・5.0・・ 4.6・・-2.1 

個人消費・・・・・・・ 4.2・・・ 4.3・・・3.2・・ 2.5・・ 1.2 

耐久消費財・・・・・・ 6.0・・・ 7.4・・・9.2・・14.1・・ 3.2 

非耐久消費財・・・・・ 3.8・・・ 4.4・・・2.5・・ 2.2・・ 0.0 

サービス・・・・・・・ 4.1・・・ 3.7・・・2.5・・ 0.9・・ 1.3 

政府支出・・・・・・・-1.8・・・-2.2・・・4.4・・ 1.7・・-0.8 

最終需要・・・・・・・ 2.1・・・ 1.8・・・5.0・・ 3.2・・-1.0 

国内最終需要・・・・・ 3.2・・・ 2.8・・・4.1・・ 3.4・・ 0.7 

 

 
(出所：ネットダニア) 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

2月ミルウォーキー購買部協会景気指数 50.32（予想 54.00・前回 51.60） 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

1月メキシコ失業率（季節調整前） 4.51％（予想 4.46%・前回 3.76%） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

23：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 18193.68 -20.74 

ナスダック 4986.97 +0.92 
                                                      (出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

23：45 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

2月シカゴ購買部協会景気指数 45.8（予想 58.0・前回 59.4） 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 



 

                       
 

7 
 

指標結果データ 

≪シカゴ購買部協会景気指数≫ 

       2月・・1月・・12月・・11月・・10月・・9月 

景気指数・・・45.8・・59.4・・58.80・・60.7・・64.5・・61.9 

 

0：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

2月ミシガン大学消費者信頼感指数 95.4（予想 94.0・前回 93.6） 

 
(出所：ブルームバーグ) 

経済指標データ 

≪ミシガン大学消費者信頼感指数≫        

           2月確報・2月速報・ 1月・・ 12月・・ 11月・・10月 

消費者信頼感・・・・・ 95.4・・・ 93.6・・ 98.1・・ 93.6・・ 88.8・・86.9 

景気現況指数・・・・・106.9・・・103.1・・109.3・・104.8・・102.7・・98.3 

消費者期待指数・・・・ 88.0・・・ 87.5・・ 91.0・・ 86.4・・ 79.9・・79.6 

1年インフレ・・・・・・2.8・・・2.8・・・・2.5・・・2.8・・・2.8・・・2.9 

5年インフレ・・・・・・2.7・・・2.7・・・・2.8・・・2.8・・・2.6・・・2.8  

 

 

0：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

1月米中古住宅販売成約（前月比） 1.7％（予想 2.0%・前回 -3.7%） 

1月米中古住宅販売成約（前年比） 6.5％（予想 8.7%・前回 8.5%） 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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経済指標データ 

≪中古住宅販売成約≫ 

       1月・・12月・・11月・・10月・・9月・・8月 

全米・・・・・1.7・・ -1.5・・ 0.4・・-0.1・・ 0.7・・-0.3 

北東部・・・・0.1・・ -3.6・・ 0.5・・ 1.6・・ 0.6・・-2.7 

中西部・・・・0.7・・ -0.8・・ 0.2・・ 0.2・・-0.4・・-1.2 

南部・・・・・3.2・・ -1.0・・ 0.7・・ 0.1・・ 1.5・・ 0.1 

西部・・・・・2.2・・ -1.9・・-0.1・・-1.7・ ・0.4・・ 1.8 

（前月比％) 

       1月・・12月・・11月・・10月・・9月・・8月 

全米・・・・・6.5・・ 7.7・・ 1.7・・ 2.0・・ 3.6・・-3.9 

北東部・・・・4.9・・ 8.4・・ 2.5・・ 4.0・・ 6.0・・ 0.5 

中西部・・・・2.2・・ 3.6・・-3.4・・-3.4・・-1.4・・-9.2 

南部・・・・・9.3・・ 9.2・・ 3.7・・ 2.9・・ 4.8・・-2.1 

西部・・・・・7.0・・ 9.1・・ 3.1・・ 5.7・・ 5.0・・-4.2 

（前年比％) 

 

 

0：30 

≪ NY株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、高値警戒感による利益確定売りが出る一方。10-12月期の米 GDP改定値の前期比伸び率が市場予

想を上回ったことを好感する買いが出るなど、序盤から売り買い交錯する動きが続いている。 

 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

（1）ドイツ連邦統計局が発表した2月の消費者物価指数速報値は、EU基準で前年同月比-0.1％となり、市場予想の

-0.5％ほどの低下とはならなかった。ECBによる量的緩和開始を控え、ユーロ圏のデフレリスクが和らいでいる兆候

が示された。 

 

（2）米10-12月期のGDP改定値は、年率換算で前期比+2.2％と、速報値の2.6％から0.4ポイント下方修正され、

前期の+5.0％からの減速感が一段と強まった。好調な米経済を背景に輸入が上方修正され、GDPの伸びを縮めた。ま

た、企業の在庫投資が下方修正されたことも響いた。 

 

 ①個人消費は下方修正されたものの、依然として高い伸びを維持。設備投資は+4.8％と 2.9ポイント上方修正、

住宅投資は+3.41％と0.7ポイント下方修正された。また、輸出は+3.2％で 0.4上方修正されたが、輸入も+10.1％

と 1.2ポイントの上方修正となり、全体では GDPへのマイナスの影響が拡大した。 

 

 ②政府支出は-1.8％と0.4ポイントの上方修正、州・地方政府が伸びる一方で、連邦政府はマイナスだった。米

FRBが物価安定の指標とする個人消費支出（PCE）物価指数は、前年同期比+1.1％と速報値から変わらず。インフレ

目標の 2％を引き続き下回った。変動の激しい食品とエネルギーを除いたコア PCE物価指数は 1.4％上昇で速報値か

らの修正はなかった。 

 

（3）2月の米ミシガン大学消費者信頼感指数の確報値は 95.4で2月の速報値から1.8ポイント上昇し、市場予想の

94.0を上回った。前月比では2.7ポイントの低下となった。現状指数は106.9と2月速報値から3.8ポイント上昇

したが、前月比では 2.4ポイント低下した。1年後のインフレ期待は2.8％と 2月の速報値から横ばい、前月からは

0.3ポイント上昇した。 

 

（4）全米不動産業者協会が発表した1月の中古住宅販売仮契約指数は、前月比+1.7％の 104.2（2001年=100）と、

2013年8月以来の高水準となった。市場予想の+2.0％を下回り、前年同月比は+8.4％となった。12月の指数は当初  

発表の 100.7７から 102.5に上方修正された。地域別では、北東部が0.1％、南部が 3.2％、西部は 2.2％、中西部

は-0.7％となった。仮契約は、通常 1-2ヵ月以内に本契約に移行するためNARの仮契約指数は中古住宅市場の先行

指数とされる。 
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欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6946.66 -3.07 
仏 CAC40 4951.48 +40.86 
独 DAX 11401.66 +74.47 

ストック欧州 600 指数 392.21 +1.52 
ユーロファースト 300 指数 1563.52 +5.98 
スペイン IBEX35 指数 11178.30 +38.80 

イタリア FTSE MIB 指数 22337.79 +172.66 
南ア アフリカ全株指数 53344.20 +13.04 

 (出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、まちまちの結果となった。欧州中央銀行が来月に開始する国債購入を軸とした量的金融緩和への

期待で買われた。ただ、英FT100は、利益確定の動きから小幅安で引けた。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

2：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 18193.32（-21.10）、 S&P500 2110.82（+0.08）、 ナスダック 4978.98（-1.27) 

 

 

≪欧州のポイント≫  

 

①スウェーデン統計局が発表した第 4・四半期の GDPは前期比+1.1％となり、市場予想の+0.5％を上回った。前年比

では+2.7％となり、2011年第3・四半期以来の高い伸びとなった。スウェーデン中銀は、政策金利のレポレートを

ゼロからマイナス 0.1％に引き下げたほか、国債の買い入れも発表。「必要ならば迅速に、臨時の金融政策決定会合

でも、さらに緩和する用意がある」と表明した。 

 

②ギリシャ統計庁が発表した2014年第 4・四半期の GDP改定値は、季節調整済みで前期比-0.4％となった。速報値

の-0.2％から減少幅が拡大した。第 3・四半期は+0.7％だった。前年同期比では 1.2％、速報値は+1.5％、第3・四

半期は+2.0％となった。 
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≪ NY債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、米経済指標がまちまちの内容だったことから、売り買いが交錯した。2月のシカゴ

景況指数が市場予想を下回り、安全資産とされる米国債の逃避買いを促す半面、2月の米ミシガン大消費者信頼感指

数が予想を上回ったことが売り材料となった。また、昨年 10-12月期の米 GDP改定値は速報値から下方修正となっ

たが、予想よりは良かったこともあり、相場への影響は限定的だった。 

 

午前の利回りは、30年債が2.62％（前日 2.63％）10年債が 2.01％（20.3％）、7年債が 1.83％（1.85％）、5年

債が 1.51％（1.54％）、3年債が 1.00％（1.03％）、2年債が 0.63％（0.65％）。 

 

 

4：20 

NY金は、中心限月が前日比 3.00ドル高の 1オンス＝1213.10ドルで取引を終了した。 

 

 

5：15 

NY原油は、中心限月が前日比 1.59ドル高の1バレル＝49.76ドルで取引を終了した。 

 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1213.10 +3.00 

NY 原油 49.76 +1.59 
 (出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪ NY金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、米経済指標が強弱入り交じる内容だったことで、米 FRBは利上げを急がないとの見方が広がり、買いが

優勢となった。   

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

≪ NY原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、米国の寒波などで暖房油を含む石油精製品の需要が高まっているとの見方が支援材料となり、堅調な

動きとなった。ただ、米国の石油掘削装置稼働数が前週から減少幅が縮小したことから、一時売られる場面もあっ

た。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 18132.70 -81.72 18213.26 18132.38 

S&P500 種 2104.50 -6.24 2112.74 2103.75 

ナスダック 4963.53 -24.36 4989.25 4960.88 
 (出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、高値警戒感による利益確定売りが出る一方。10-12月期の米GDP改定値の前期比伸び率が市場予想を

上回ったことを好感する買いが出るなど、序盤から売り買い交錯する動きが続いた。終盤には、ポジション調整の

動きから、主要株価は下げ幅を拡大する動きとなった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 119.63  119.80  119.26  
EUR/JPY 133.89  134.26  133.45  
GBP/JPY 184.69  185.01  183.83  
AUD/JPY 93.45  93.63  93.08  
NZD/JPY 90.47  90.61  90.01  
EUR/USD 1.1194  1.1246  1.1176  
AUD/USD 0.7812  0.7823  0.7796  

    (出所：ＳＢＩＬＭ) 

≪外国為替市場≫ 

外国為替市場は、米経済指標がまちまちの結果となったことを受けて、ドルは序盤レンジ内の動きとなった。その

後は、米長期債利回りが急反発となったことから、円売り・ドル買い優勢となり、ドル円・クロス円堅調な動きと

なった。その後は、材料に乏しく小動きの展開が続いた。 

 

 
 (出所：ブルームバーグ) 
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